
 平 成 １ ５ 年 度  第 ２ 回 
工 事 担 任 者 試 験 問 題  資

格 ア ナ ロ グ 第 ３ 種 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        ９時３０分 

２  試験科目数別終了時刻 

 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ ０ 時 １ ０ 分 １ ０ 時 ５ ０ 分 １ １ 時 ３ ０ 分 

３  試験科目別の問題数(解答数)及び試験問題ページ 

  問 題 数 ( 解 答 数 )  試 験 問 題 

 
科       目 

第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の基 礎 ４ ５ ４ ４ ４ Ｒ － 1 ～ 5 

 端末設備の接続のための技術 ５ ５ ５ ５ ― Ｒ － 6 ～ 10 

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ― Ｒ － 11 ～ 14 

４ 受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１けたの数字がある場合、十の位のけたの「０」もマークしてく

ださい。 

[記入例]  受験番号  ０１R９２１１２３４               生年月日  昭和５０年３月１日 
受　　験　　番　　号

000000000

1111111Ｑ11

2222222Ｒ2

333333Ｓ3

444444

5555Ｕ5

6 6666

77 7777

8

9

888

999

88
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Ｐ
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Ｔ
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8

9              

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

大
正

昭
和

平
成

Ｈ

Ｔ

 
５ 答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 

① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  この問題用紙に記入しても採点されません。 

６ 合格点及び問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 

 

受 験 番 号 

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 



Ｒ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図－１に示す回路において、端子ａ－ｂ間の合成抵抗は、 (ア) オームである。(５点)

① １８ ② ２３ ③ ２８ ④ ３３ ⑤ ３８

(２) 図－２に示す回路において、端子ａ－ｂ間に交流電圧７０ボルトを加えたとき、この回路に

流れる電流は、 (イ) アンペアである。 (５点)

① ３ ② ４ ③ ５ ④ ６ ⑤ ７

(３) 平行に置かれた２本の導体に同じ方向の電流を流した場合、フレミングの法則に従い２本の

導体には、 (ウ) 力が働く。 (５点)

① 引き合う

② 電流を流し始めた瞬間のみ反発し合う

③ 電流を流し始めた瞬間のみ引き合う

④ 反発し合う

⑤ ２本の導体間の中心となる線の周りに回転する

(４) コンデンサに蓄えられる電気量とそのコンデンサの端子間の (エ) との比は、静電容量

といわれる。 (５点)

① 電 界 ② 静電力 ③ 電 圧 ④ 絶縁耐力 ⑤ 電 荷

図－１
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図－２

ａ
Ｒ＝８〔Ω〕 ＸＣ＝６〔Ω〕



Ｒ－2

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 真性半導体にアクセプタといわれる不純物元素を微量混入して作られるＰ形半導体では、多

数キャリアは、 (ア) である。 (４点)

① 電 子 ② 正 孔 ③ 空乏層 ④ イオン

(２) 図に示すトランジスタ増幅回路で、正弦波の入力信号電圧Ｖ に対する出力電圧Ｖ は、こＩ Ｏ

の動作点を中心に変化し、コレクタ電流Ｉ が (イ) のとき、Ｖ が最小となる。 (４点)Ｃ Ｏ

① ゼロ ② 最 大 ③ 最 小

(３) ダイオードが主体となっている回路として、 (ウ) がある。 (４点)

① 発信器 ② 増幅器 ③ 電源整流器 ④ ホイートストンブリッジ

(４) あるトランジスタ増幅回路において、０.２ボルトの入力電圧を加えたとき、２０ボルトの

出力電圧が得られた。この増幅回路の電圧利得は、 (エ) デシベルである。 (４点)

① ４ ② ２０ ③ ４０ ④ １００ ⑤ ４００

(５) ＭＯＳ形電界効果トランジスタは、多数キャリアのみで動作するもので、 (オ) 形トラ

ンジスタの一種である。 (４点)

① ユニポーラ ② バイポーラ ③ バイナリー

oＶ

ＩＣ

ＩＶ



Ｒ－3

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) １０進数の１１１を８進数に変換すると、 (ア) になる。 (５点)

① １０１ ② １１３ ③ １４５ ④ １５７ ⑤ １７３

(２) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (イ) にな

る。 (５点)

Ｘ ＝ Ａ･(Ａ＋Ｂ)

① Ａ ② Ｂ ③ Ａ･Ｂ ④ Ａ＋Ｂ ⑤ Ａ＋Ｂ

(３) 図－１の論理回路において、Ｍの論理素子が (ウ) であるとき、入力ａ及び入力ｂの論

理レベルと出力ｃの論理レベルとの関係は、右の真理値表で示される。 (５点)

(４) 図－２に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣは、それぞれの円の内部を表すとき、塗りつぶ

した部分を示す論理式は、 (エ) で表すことができる。 (５点)

① Ａ･Ｂ ② Ｂ･Ｃ ③ Ｃ･Ａ ④ Ａ･Ｂ･Ｃ ⑤ Ａ･Ｂ･Ｃ

図－１
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Ｒ－4

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図－１において、電気通信回線ヘの入力レベルが－５デシベル、その伝送損失が１キロメー

トル当たり (ア) デシベル、増幅器の利得が３０デシベルのとき、端子ａ－ｂでの受信レ

ベルは、－３デシベルである。ただし、入出力各部のインピーダンスは整合しているものとす

る。 (５点)

① ０.８ ② １.０ ③ １.２ ④ １.４

(２) 平衡対ケーブルの漏話について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (５点)

Ａ 平衡対ケーブルで生ずる漏話は、一般に、伝送する信号の周波数が高くなると大きくなる。

Ｂ 平衡対ケーブルにおける漏話は、主に回線相互の電磁結合により発生し、回線を構成する

心線間の静電結合により影響を受けることはない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 図－２において、電気通信回線のインピーダンスをＺ 、負荷インピーダンスをＺ ､ 変成器１ ２

１Ｚ
の一次側、二次側の巻線数をそれぞれＮ ､Ｎ とすると、 ＝ (ウ) のときにインピ1 ２

２Ｚ
ーダンスが整合する。ただし、変成器は理想的なものとする。 (５点)

２ ２
２ ２ １Ｎ Ｎ Ｎ

① Ｎ ×Ｎ ② ③ ④１ ２
１ １ ２Ｎ Ｎ Ｎ

(４) 線路のインピーダンスに関する次の二つの記述は、 (エ) 。 (５点)

Ａ 一様な線路が無限の長さに続いているとき、入力インピーダンスは、その線路の特性イン

ピーダンスの２倍である。

Ｂ 一様な線路が無限の長さに続いているとき、線路途中の任意の一点におけるインピーダン
１

スは、その線路の特性インピーダンスの である。
２

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

発振器 電気通信回線

増
幅
器

Ｒ

a

b

図－１

２０ kｍ

電気通信回線

図－２

変成器

巻線比

負
荷

：Ｎ１ ２Ｎ

Ｚ１
Ｚ２



Ｒ－5

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 伝送するアナログ信号波形を一定の時間間隔でサンプリングし、抽出したパルスの振幅を符

号化する変調方式は、 (ア) 方式といわれる。 (５点)

① ＡＭ ② ＰＷＭ ③ ＰＣＭ ④ ＦＤＭ ⑤ ＴＤＭ

(２) 電気通信回線において、送話者の通話電流が受信端で反射し、時間的に遅れて送信端に戻り、

通話に妨害を与える現象は、 (イ) といわれる。 (５点)

① 干 渉 ② 共 振 ③ 鳴 音 ④ 反 響

(３) 伝搬路の状態により電波の受信 (ウ) が時間的に変動する現象は、フェージングといわ

れる。 (５点)

① 雑音電圧 ② 電界強度 ③ 帯域幅 ④ 周波数

(４) 光ファイバは、メタリックケーブル心線と比較すると、 (エ) という特性を有している。

(５点)

① 無損失、広帯域、細径 ② 高損失、狭帯域、無誘導

③ 低損失、狭帯域、無誘導 ④ 低損失、広帯域、無誘導

⑤ 低損失、広帯域、高強度 ⑥ 無損失、広帯域、無誘導



Ｒ－6

端末設備の接続のための技術

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 図に示す電子化電話機のトーンリンガ回路では、交換機から送出される呼出信号をダイオー

ドブリッジ回路で全波整流し、直流に変換後、これを電源として (ア) 回路を動作させ、

それらの出力を制御回路により組み合わせて３種類の音色の信号を作成する。これらを増幅器

で増幅して (イ) を鳴動させることにより着信を知らせる。 (５点×２＝１０点)

① サウンダ ② 直流電圧 ③ 同 調

④ 発 振 ⑤ 電子チャイム ⑥ コンバータ

(２) 着信時、電話機から応答すると呼出音が停止し、一般に、交換機は発信側に対して

(ウ) により応答したことを伝える。 (５点)

① 両線間の極性反転 ② 両線間の直流閉回路

③ 片線へ地気送出 ④ 通話電流の瞬断

(３) 通話品質は、送話者から受話者に至る全通話系の品質に支配され、一般に、送話品質、受話

品質及び (エ) の三つに分類される。 (５点)

① 安定品質 ② 信頼度 ③ 伝送方式 ④ 伝送品質 ⑤ トラヒック密度

(４) 小電力形コードレス電話機で終話により送受器をオンフックすると、電話機から通話チャネ

ルを介して接続装置に対して電気通信回線の (オ) を指示する信号が送出され、接続装置

は直流回路を開く。 (５点)

① 切 断 ② 保 留 ③ 接 続 ④ 選択信号送出 ⑤ 転 送
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Ｒ－7

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 図は、押しボタンダイヤル式電話機の回路を示したものである。発信するため、送受器を上

げると、フックスイッチ接点が動作し、相手電話機の電話番号をダイヤルすると、Ｌ －１

(ア) －Ｌ の回路により押しボタンダイヤル信号が送出される。 (５点)２

１ ３ ２ ４ ２① ＨＳ －Ｄ －Ｌ－Ｒ－Ｃ －Ｄ －ＨＳ

１ ３ １ ３ ４ ２② ＨＳ －Ｄ －Ｌ－Ｐ －(ＬＳＩ)－Ｐ －Ｄ －ＨＳ

１ ３ １ ２ ３ ４ ２③ ＨＳ －Ｄ －Ｌ－Ｔ－Ｄ －Ｐ －(ＬＳＩ)－Ｐ －Ｄ －ＨＳ

１ ３ １ １ ４ ２④ ＨＳ －Ｄ －Ｌ－Ｒ －Ｃ －Ｄ －ＨＳ

１ ３ ２ ２ ４ ２⑤ ＨＳ －Ｄ －Ｌ－Ｒ －Ｃ －Ｄ －ＨＳ

(２) 留守番電話機において、トールセーバは、留守中の録音の有無によって (イ) を自動的

に切り替える機能である。 (５点)

① 着信音量 ② 自動応答までの呼出音回数 ③ 着信音色 ④ 転送先

(３) 留守番電話機の機能について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (５点)

Ａ 留守番電話機には、メッセージの録音時間を長くする方法として、ＡＤＰＣＭやＣＥＬＰ

などの高能率符号化方式を用いたものがある。

Ｂ 留守番電話機には、外出先からＰＢ信号で暗証番号やコマンドを送出し、留守中に着信し

た録音の内容を聞くことができるなど、各種の遠隔操作ができるものがある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 小電力形コードレス電話機では、無線周波数の効率的な運用ができるとともに、電波干渉を

防止するため、通話を行うごとに、使用できる複数の無線チャネルのうち、一つのチャネルを

選択して接続する (エ) を採用している。 (５点)

① パケット交換方式 ② セルラ方式 ③ ハンドオーバ方式

④ ＣＤＭＡ方式 ⑤ マルチチャネルアクセス方式

R4

D5D6

D4

D3HS1

HS2

C3

B

L1

L2

P4 P3

P5

P2

P1

LSI

L

T

VR1
VR2

VR3

R1
R2

R6

R5

R3

R

C1
C2 C4

自動手動

D2D1
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(５) Ｌモード対応電話機は、メールの送受信と情報の検索という二つのサービスの機能を持って

いる。情報の検索サービスでは、利用者が画面に表示された各種項目を選択することによって、

(オ) で記述されたコンテンツを閲覧することができる。 (５点)

① ＨＴＭＬ ② ＪＡＶＡ ③ ＢＡＳＩＣ ④ ＵＲＬ ⑤ Ｗｅｂ

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 図－１に示す同期式変復調装置において、 (ア) は、電気通信回線の伝送損失に合わせ

て、送出電力を調整するためのものである。 (５点)

① 減衰器 ② Ａ／Ｄ変換回路 ③ 送信フィルタ ④ 前置イコライザ

図－１

(２) (イ) 通信は、情報の伝送が両方向とも可能であるが、同時に両方向の伝送はできない

通信方式をいい、会話形式の通信を行うときに有効である。 (５点)

① 単方向 ② 半二重 ③ 全二重

(３) 電気通信回線に、データ端末装置(ＤＴＥ)、網制御装置(ＮＣＵ)及び変復調装置(モデム)を

接続する場合の接続形態は、通常、図－２の (ウ) である。 (５点)

図－２

(４) シリアル自動起呼手順を規定しているＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ.２５bisでは、データ端末装置から

変復調装置の方向に送られる指示は、 (エ) といわれる。 (５点)

① パラメータ ② オペランド ③ コマンド ④ ハンドシェイク

送信トランス

受信トランス

デ

タ
端
末
装
置

電
気
通
信
回
線

前　 　置

イコライザ

受　　信
フィルタ

減 衰 器
送　　信
フィルタ

Ｄ／Ａ
変換回路

自動利得
調整回路

Ａ／Ｄ
変換回路

キャリア
検出回路

デスクラン
ブル回路

スクラン
ブル回路信

号
処
理
回
路

ＤＴＥＮＣＵモデム

モデム

ＮＣＵ

ＮＣＵ

ＤＴＥ

モデム

ＤＴＥ

ＮＣＵ

ＤＴＥ

モデム電気通信回線①

電気通信回線④

電気通信回線③

電気通信回線②
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(５) 図－３は、ファクシミリの動作原理を示したものである。図中のＡからＥまでの動作の過程

は、 (オ) である。 (５点)

① 光電変換 → 復調 → 伝送 → 変調 → 記録変換

② 変調 → 光電変換 → 伝送 → 記録変換 → 復調

③ 記録変換 → 変調 → 伝送 → 復調 → 光電変換

④ 光電変換 → 変調 → 伝送 → 復調 → 記録変換

図－３

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 図は、最寄りの電柱等から電気通信回線を家屋に引き込む場合に一般的に使用する保安装置

の構成と接続形態を示したものである。図のＡは、 (ア) 、Ｂは、 (イ) である。

(５点×２＝１０点)

① 電力線 ② ヒューズ ③ 接地線 ④ 避雷器

⑤ 屋内線 ⑥ 感熱ブレーカ ⑦ ハンダ ⑧ 屋外線

保安装置

ＢＡ

図

画素組立て画素分解

受信画送信画 Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

走査

同期

走査

Ａ

同期
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(２) 室内のケーブル配線について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (５点)

Ａ コンピュータ室、通信機械室、事務室などで、通信線などの配線のため用いられる二重床

構造は、フリーアクセスフロアといわれる。

Ｂ フロアダクト配線工事において、フロアダクトが交差するところには、通常、ジャンクシ

ョンボックスが設置される。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) アナログ式のテスタを用いて電圧を測定するときは、一般に、最初に最大のレンジにしてお

いたテスタを被測定回路に対して (エ) 接続し、順次小さいレンジへ切り替えて測定を行

う。 (５点)

① 並列に ② ３点で ③ 直列に ④ コイルを通し

(４) 電話回線に接続されたスプリッタ及びＡＤＳＬモデムがあるとき、これに一般電話機(ＩＰ電

話を除く。)を接続する方法は、図－１～図－４に示す原理図のうち、 (オ) が正しい。

(５点)

① 図－１ ② 図－２ ③ 図－３ ④ 図－４

保
安
器

スプリッタ ＡＤＳＬモデム

電話機

スプリッタ

図－１

図－４

保
安
器

ＡＤＳＬモデムスプリッタ

電話機

電話機

図－３

図－２

保
安
器

ＡＤＳＬモデムスプリッタ

電話機

保
安
器

ＡＤＳＬモデムスプリッタ

電話機
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 電気通信役務とは、 (ア) 他人の通信を媒介し、その他電気通信設備を他人の通信の用

に供することをいう。 (５点)

① 符号、音響又は影像により ② 公共の福祉を増進するため

③ 有線又は無線により ④ 電気通信設備を用いて

(２) 電気通信回線設備とは、 (イ) 及びこれと一体として設置される (ウ) 並びにこれ

らの附属設備をいう。 (５点×２＝１０点)

① 線路、保安器その他の設備

② 有線、無線その他の電磁的方式を用いた設備

③ 送信の場所と受信の場所との間を接続する伝送路設備

④ 端末設備 ⑤ 機械設備 ⑥ 送受信設備 ⑦ 交換設備

(３) 端末設備の接続の技術基準は、これにより電気通信事業法に規定する三つの事項が確保され

るものとして定められなければならないが、これらの事項のうち、二つについて述べた次の記

述は、 (エ) ｡ (５点)

Ａ 第一種電気通信事業者の設置する電気通信回線設備と利用者の接続する端末設備との責任

の分界が明確であるようにすること。

Ｂ 通信の品質が適正であるようにすること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 次の二つの記述は、 (オ) 。 (５点)

Ａ 工事担任者は、端末設備又は自営電気通信設備の接続の工事の実施又は監督の職務を誠実

に行わなければならない。

Ｂ 工事担任者資格者証の種類及び工事担任者が行い、又は監督することができる端末設備若

しくは自営電気通信設備の接続に係る工事の範囲は、総務省令で定める。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣及

び｢有線電気通信法｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２５点)

(１) 次の二つの記述は、 (ア) 。 (５点)

Ａ 専用設備に端末設備を接続するときは、工事担任者を要する。

Ｂ 航空機に設置する端末設備(総務大臣が別に告示するものに限る。)を電気通信回線設備に

接続するときは、工事担任者を要しない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 次の二つの記述は、 (イ) 。 (５点)

Ａ アナログ第３種工事担任者は、端末設備に収容される電気通信回線の数が１を超えるもの

をアナログ伝送路設備に接続するための工事を行い、又は監督することができる。

Ｂ アナログ第３種工事担任者は、自営電気通信設備に収容される電気通信回線の数が１のも

のをアナログ伝送路設備に接続するための工事を行うこと、又は監督することができない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 工事担任者が、その資格者証の再交付を受けられる場合に関する次の二つの記述は、

(ウ) 。 (５点)

Ａ 資格者証を失った場合

Ｂ 工事担任者の氏名に変更を生じた場合

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 有線電気通信設備が他人の (エ) する有線電気通信設備に (オ) を与えないように

することは、政令で定める有線電気通信設備の技術基準で確保すべき事項である。

(５点×２＝１０点)

① 使 用 ② 維 持 ③ 設 置 ④ 管 理

⑤ 危 険 ⑥ 影 響 ⑦ 損 失 ⑧ 妨 害
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣

に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 次の二つの記述は、 (ア) 。 (５点)

Ａ 電話用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、主として符号及

び影像の伝送交換を目的とする電気通信役務の用に供するものをいう。

Ｂ アナログ電話用設備とは、電話用設備であって、端末設備又は自営電気通信設備を接続す

る点においてアナログ信号を入出力とするものをいう。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 責任の分界と安全性等について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (５点)

Ａ 利用者の接続する端末設備は、自営電気通信設備との責任の分界を明確にするため、自営

電気通信設備との間に分界点を有しなければならない。

Ｂ 端末設備は、事業用電気通信設備から漏えいする通信の内容を意図的に識別する機能を有

してはならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 絶対レベルとは、一の (ウ) 電力の１ミリワットに対する比をデシベルで表したものを

いう。 (５点)

① 最 大 ② 実 効 ③ 平 均 ④ 皮 相

(４) 端末設備の機器の絶縁抵抗は、使用電圧が３００ボルトを超え６００ボルト以下の交流の場

合にあっては、 (エ) メガオーム以上でなければならない。 (５点)

① ０.１ ② ０.２ ③ ０.４ ④ １

(５) 利用者が端末設備を事業用電気通信設備に接続する際に使用する配線設備等(線路及び保安

器その他の機器をいう。)の電線相互間及び電線と大地の間の絶縁抵抗は、直流２５０ボルト

の電圧で測定した値で (オ) メガオーム以上でなければならない。 (５点)

① ０.１ ② ０.２ ③ １ ④ ４
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣

に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) アナログ電話端末の直流回路は、 (ア) ものでなければならない。 (５点)

① 発信又は応答を行うとき閉じ、通信が終了したとき開く

② 発信又は応答を行うとき開き、通信が終了したとき閉じる

③ 発信を行うとき閉じ、応答を行うとき又は通信が終了したとき開く

④ 発信を行うとき開き、応答を行うとき又は通信が終了したとき閉じる

(２) アナログ電話端末の発信の機能について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (５点)

Ａ 自動的に選択信号を送出する場合にあっては、直流回路を閉じてから３秒以上経過後に選

択信号の送出を開始するものでなければならない。ただし、電気通信回線からの発信音又は

これに相当する可聴音を確認した後に選択信号を送出する場合にあっては、この限りでない。

Ｂ 自動再発信(応答のない相手に対し引き続いて繰り返し自動的に行う発信をいう。)を行う

場合(自動再発信の回数が１５回以内の場合を除く。)にあっては、その回数は最初の発信か

ら３分に２回以内でなければならない。この場合において、最初の発信から３分を超えて行

われる発信は、別の発信とみなす。ただし、火災、盗難その他の非常の場合を除く。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) アナログ電話端末の選択信号が２０パルス毎秒方式のダイヤルパルスの信号である場合、そ

の信号のダイヤルパルスのメーク率は、 (ウ) でなければならない。 (５点)

① ２８％以上３０％以下 ② ３０％以上３６％以下 ③ ３６％以上４２％以下

(４) アナログ電話端末の選択信号がダイヤルパルス信号である場合、その信号のダイヤルパルス

メーク率とは、ダイヤルパルスの接(メーク)と断(ブレーク)の時間の割合をいい、 (エ)

の式で定義される。 (５点)

① {接時間÷(接時間＋断時間)}×１００％ ② {断時間÷(接時間＋断時間)}×１００％

③ {(接時間＋断時間)÷接時間}×１００％ ④ (断時間÷接時間)×１００％

(５) アナログ電話端末の直流回路の電気的条件について述べた次の二つの記述は、 (オ) 。

(５点)

Ａ 直流回路を閉じているときのダイヤルパルスによる選択信号送出時における直流回路の静

電容量は、３マイクロファラド以下でなければならない。

Ｂ 直流回路を開いているときの直流回路と大地の間の絶縁抵抗は、直流２００ボルト以上の

一の電圧で測定した値で１メガオーム以上でなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない




